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盆加記I勺守:号.
中原紘之 :日本藻類学会第29回大会を終えて

2005年3月27日から 30日の3日間，京都大学総合ノ¥間学

部を会場として日本藻類学会第29回大会を開催させて頂きま

した。本大会では事前登録参加者が206名，当日参加受付者

が 50~，と計 256 名，発表は口頭発表が 85 題，ポスター発表

が41題と，非常に多くの参加ならびに発表をいただき有り難

うございました。ただ近年の京都なら， 三月末は桜がほぼ満

開に近い状態で，非常に気持ちの良い時期なのですが，今年

は，桜のつぼみは堅く ，しかも雨で寒いというあまりありが

たくない気候条件もとでの開催になったことが残念でした。

特に，休憩所，受付，展示場所が寒くてご迷惑をおかけしま

した。

前回京都で藻類学会大会が開催されたのが 1987年の 11回

大会でしたので， 18年ぶりということになります。数年前か

ら，久しぶりに京都で大会を開催をとの依頼をいただいてい

たのですが，大学内で新しい研究科の立ち上げ等があり，手

を挙げるのを猶予して頂いておりました。久しぶりに京都大

学に足を踏み入れられた方，特に，学会会場の場所に数年前

までありました，昔の教養部の建物の雰囲気をご存じの方は，

今回の大会会場が，これが京都大学かと驚かれたのではない

かと思います。建物だけでなく，大学自身も急激に変化して

おります。

初日のポスター発表者の3分発表は初めての試みでした。

その開始が初日の8時30分からという早朝にもかかわらず，

多数の方に参加し、ただきました。ただ，お昼休みなど，月iJの

時間帯に設定してもらえると有り難し、とのご意見を受けてお

ります。また初日，朝8時半には休憩、所の準備が整っておら

ず， 一部の参加者の方には失礼をしました。

口頭発表は原則パワーポイン卜でお願いし，ご協力頂き有

り難うございました。ただ，動画がうまく動かなかった発表

があり，また，思った色が出ていなかったり，色が消えてし

まったという事態も生じてしまいました。発表受付のインス

トーノレの際にフ。ロジェクターでl決して，確認していただけれ

一般講演会場

懇親会

ば問題の発生が防げたのでしょうが，午前中の講演では受付

では対応できませんでした。午後の発表に関しては，昼食H寺

問等に会場で実際に投影テストし、ただくようお願し、しました。

ただPCの画面と，プロジェクターで投影した画面とでは，

かなり色調が異なる場合が多く，変わりやすい色がある事は

認識しておいてください。

今大会では全発表終了後，会場を時計台記念館百周年ホー

ルに移して，国立環境研究所と共催で公開シンポジュウム

「藻類を通じて環境を考える」を開催しました。それには一般

市民の方，あるいは京都大学内の他分野の研究者，院生にも

多く参加l頁き， 210名の参加がありました。大会講演終了後

から開始ということで時間の制約のため，質問も十分にお受

けできなかったことが少し残念でした。しかし，終了後， 学

会員ではないポスドクの方(ベントス関係)が「内容が充実

していて楽しませてもらった。一般のかたが質問できる雰囲

気があり，それらの質問にも丁寧に答えておられ，藻類の方

逮はがんばっておられるなあとの印象を受けた」とのシンポ

ジワムの感想を言っていただきました。

最終日にはエクスカーションとして，スタッフも含めて7

名で琵琶湖博物館の見学を行いました。特にプランクトンの

特別展はすばらしく，参加された皆さんにもご満足いただけ

たと思います。博物館の大塚さん，楠岡さんに大変お世話に

なりました。今回は学会後のワークショップができませんで

した。何でも良いからやって欲しいという川井学長からのご

意見もいただいておりました。私たちの学会は藻類を扱って

いるという共通点があるだけで，手法的には非常に広く，

ワークショップではそれぞれの所属場所であまり身近にない

手法を学ぶための良い機会であることは理解していますが，

対応しきれませんでした。お詫び致します。

その代わりと言・つては変ですが，実行委員の中に非常なグ

ノレメがいますので，懇親会には卜分に吟味した上での飲み物，



食事のメニューを準備出来たものと自負しておりました。懇

親会には200名を超える参加をいただき，参加者からのお言

葉をききますと，京都の特産物のお料理，おつけもの，和菓

子や伏見の地酒，湯葉っくり ・ステーキ・地鶏の炭火焼きの

実演など楽しんでいただけたようです。大学生協にお願いし

たのですが，最近の生協はかなり意識革命が進んでおり，細
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かく対応してくださったおかげです。

本大会を開催するに当たり，準備の段階では運営経験を前

川さん，倉島さん，木村さん，堀口さん，阿部さんよりお教

え頂き，参考にさせていただきました。有り難うござ、いまし

た。さらに今回のスタッフの方々，手伝ってくれた院生諸君，

そして参加頂いた皆様に御礼申 し上げます。

(京都大学大学院地球環境学堂)

小野寺直子 :大会参加記

学会員の皆様

拝啓

2005年3月27日から 30日にかけ日本藻類学会第29回大会

が行なわれました。今年度の開催地は京都。私たち山形大学

一行は車にて 27日午後 11時，発表日の朝にあわせて出発し

ました。強行軍で高速を走り続け，朝8時に京都大学へと到

着。桜前線を間近に控えたはずの京都は予想外に寒く ，私の

眠気をばっちりと覚ましてくれました。

8時半からの開始でしたが，すでに会場には多くの人が見

えていました。年に I度しか会えない人との挨拶など交わし

ていると，あっという聞に本年度の発表時間です。

今年の新しい試みとして行なわれたポスター要旨口頭発

表。発表者の方は3分間という時開設定でした。私はここで

わからなかったこと， 気になったことを聞くという明確な目

的を持ってポスターセッションの時間をすごすことができた

ため，有意義な企画だと感じました。例年の朝はセッション

開始を待っていたため，特にすることもなく要旨を眺めてい

たのですが，この企画のおかげで今年は上手にその時間を使

うことができたと思います。

9時半，いよいよ口頭発表が始まりました。月IJの分野の仕

事だと詳しい内容までわからないこともありますが，実験系

の組み方や発表の仕方など全体を通して良い刺激になりまし

ポスター展示会場(写真提供，大田修平氏)

た。やはり「藻類」学会ということですので、さまざまな研

究者の方々が微細藻類から大型藻類にいたるまで、それぞれ

に違った藻類を対象とし、それぞれに異なる研究テーマを

持っています。そういった個々の研究が集まって次第に藻類

というものの実態が理解されてきたのだなと思うと、研究と

いうものが世代を超えた超大作に思えてきます。そういった

会に参加できたことを幸運に思いました。

そしていよいよ懇親会です。東北人の私には京都料理とい

うと味つけが薄めて、タマシの効いた，あっさりした料理を想像

していましたが、予想以上にお腹を満たすことをできるだけ

の料理が並んでいました。特に京都ならではのお漬物、ス

テーキの柔らかさ，外側のばりっとしたタコ焼，できたての

握りずし，新鮮なタイの刺身などなど。また，学会でしか会

えない人，初めて話す人との懇親を深めることもできました。

2日目， s会場の午前中最後の発表が私の出番です。それま

ではそわそわしながら他の方の発表を聞いているという状態

でした。とても緊張していたので、終わった後は気楽な気持ち

になると同時にポスタ一発表です。昨日の口頭発表を参考に，

効率よく情報を得ることができました。また，デザインなど

も凝っていたので，分野の違う研究の眺めているだけでもと

ても参考になり ，見ているだけでも楽しかったです。

昼食を済ませ，再び発表を見学。今年は全体を通して学生

の発表が多かったことが嬉しかったです。同じ学生が頑張っ

ている姿を見ると燃えるものがありますし，組織としても健

康的ではなし、かと思います。

本学会の最後のプログラム，公開シンポジウムは「藻類を

通じて環境を考えるJというテーマで、行なわれました。現在進

行中のプロジェクトで、バイオリソースとなる石油を生産する

藻類の話などに興味を持ち、話を聞かせていただきました。

今回の京都大会， 特に新しく行なわれたポスター要旨口頭

発表や盛大な懇親会など，運営スタッフの方々の工夫や苦労

があってのこ とと思います。このような学会を開催していた

だいた京都大学スタッフの方々に感謝しています。

来年度の記念すべき日本藻類学会第30回大会は鹿児島で行

なわれるとのこと。暖かい南の方での学会が今からとても楽

しみです。

それでは，3月にお会いしましょう!

カ当しこ

(山形大学 ・院 ・理工)




